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 こんにちは。1組副担任、石田です。昨年度の学年通信3月号で目標達成の方法について、数学の関数を例にして

記事を書きました。印象に残った人もいたようで「みんなのためになってよかった～」と胸を撫でおろしたのを覚

えています。今回も皆さんのためになるようなコラムを書いていきます。 

 さて、いよいよ進路活動が本格化します。特に入学試験や資格試験に備えて過去問を解くことになるでしょう。

もう前から解いているよ、という人もいることでしょう。では質問です。なぜ過去問を解くのですか？過去に出題

された問題がそのまま出る確率は限りなくゼロに近いはずです（つまり極限値が0）。直前回の過去問というのは、

数ある問題集に掲載された問題の中でも「世界一出題される可能性が低い」問題なわけです。それでも準備対策と

して誰もが取り組みます。一体なぜでしょう。 

 それは「傾向」を知るためです。ではその「傾向」とは何でしょう。リストアップすると…。 

特定の範囲からの出題が多い少ないといった出題範囲がわかる 

記述式の場合、どのように解答すればよいか形式がわかる 

時間に対しての出題数や文章の分量等の量がわかる 

などなど他にもあります。つまり、「傾向」とは一つ一つの問題だけではなく、それらをまとめた場合の全体のバラ

ンスや関係性ということになります。従って過去問を解くと、「具体的な個々の問題ができるようになり、抽象的に

出題範囲や時間配分など試験の雰囲気がわかるようになる」のです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 例をあげます。先生は教員採用試験を受験する際、福島県の過去問を解きました。福島県の問題は大問が５つあ

ります。一つ一つが骨のある問題なので、個々の問題を解くだけで勉強になりました。一方で必ず毎年出題される

分野が過去問を通して分かったので関連する問題を解きまくりました。また、問題の難易度も毎年一定であること

が分かったため、難問や読解を必要とする文章題などは手を付けずに、焦点を絞って勉強ができました。 

 コスパという言葉がありますが、要領よく試験対策をするために過去問を解くことは欠かせません。先生は今年

度、進路指導部の担当となりました。皆さんが過去問を借りに来るのを首をなが～くして待っています。 

 

 

3 年 1 組 副担任 石田大介  

 

≪５月の主な行事≫ 

３日（金）憲法記念日 ４日（土）みどりの日 ５日（日）こどもの日 ６日（月）振替休日 ８日（水）尿検査② 

１０日（金）第１回全統記述模試（希望者）～１１日 １４日（火）自転車点検① １８日（土）考査前学習会 

２０日（月）中間考査～２３日（木） ２３日（木）壮行会・避難訓練 ２４日（金）英語検定 ２５日（土）進研大学入学共通テ

スト ２７日（月）前期教育実習～６／１４（金） ３０日（木）内科検診① ３１日（金）歯科検診① 

◎癒しあり・笑いありの部活動紹介 

４月８日（月）に入学式が行われ、新たに１３４名

の新入生を迎えました。翌日の９日（火）に対面式・部活動紹介が行われ

ました。箏曲部の演奏から始まり、各運動部の寸劇とも言えるようなダン

ス、文化祭の作品を交えての紹介など各部活動ともに趣向を凝らしており、

在校生、新入生共に盛り上がりました。いよいよ３年生としての集大成の

時期がやってきます。最後の力を振り絞って頑張るためには、今を一所懸命に努力していな

ければ成果は伴いません。悔いが残らないように、“今”を必死に頑張れ！！ 

 

◎小論文・志望理由書講演会 

 ４月１１日（木）に小論文・志望理由書の勉強会を学研の小論文講師である

樗木真喜（おおてきまき）先生をお呼びして２時間の勉強会を行いました。昨

年度に志望理由書の試験を受けたものをもとに、皆さんの良かった点、不足し

ている点をご指摘いただきました。良かった点は、志望理由書を書くにあた

り、ほとんどの人が書き方についてはできていたということ、そして不足している点は、人より抜きん出た志望理由書に

するための必要な知識、情報が乏しいというということでした。それらをいかに得て文章の中に入れていくかで合否は大

きく左右されます。それは同じく小論文にも通じることだということを教えて頂きました。講師の先生の鋭い指摘と軽妙

な語り口に皆、真剣にメモを取りながら耳を傾けていました。 

 

◎ベネッセ進路講演会 

 ４月１６日（火）にベネッセの古川恵伍（ふるかわけいご）さんを講師に進路講演会を開きました。大学入試の各情報

や大学入学共通テスト、受験科目の選択についてなどに加え、３月に実施したスタディサポートの結果をもとに振り返り

と今後のやるべきことなど、様々なことを盛り込みながら教えていただきました。実際の東京大学合格者のノートなどを

見て大いに刺激されましたね。今後の学習や受験勉強に活かしてほしいです。 

 

◎奨学金の説明会が行われます 

 日本学生支援機構の給付型・貸与型奨学金の校内説明会を５月２日の放課後に実施します。参加する生徒には説明会で

申し込み書類を配布しますので、ご家庭での確認をお願いします。期限厳守での手続きとなります。余裕を持って準備を

してください。 

 


